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130 自己燃焼合 成反応 を用い た金属間化合物TiAI上 へ の Al3Ti合金層 の 形成
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1 ．緒言

　　純Tiと純Alの 粉末 を混合 し加熱する と
，
　 A1の 融点近傍で Alと丁孟が急激 に反応 する 自己

燃焼 合成（Self−Propagating　High　Temperature　Synthesis：SHS ）反応が起 こ り，Ti−Alの 金属 問化

合物 を形成す る．本研 究で は
， 従来の 方法で は 同種ある い は 異材接合が 困難 な金属 間化

合物TiA ［の 新 しい 接 合方法 として
， 燃焼合成法を用い た接 合に つ い て 検討 を行 っ た．金属

問化合物TiAl母材上 に配 置 した Al とTiの 混合粉末圧粉体は加熱 加圧 中 にSHS 反応 を起 こ す

が ，同時 に母材 とも反応 する こ とに よ り，
よ り低温で の 接合が 行える可 能性が ある ∫

2 ．実験方法

　　本研究で は Ti−45．5m 。19。Al−2．Omol％Mo 組成の 鋳造材 を母材 と して 使用 した ．純Ti粉末

（粒径 ；10μ m ＞と純Al粉末 （粒径 ；20μ m ）をAl3Tiの 化学量論組成 Al−25mol9。Ti と同 じ

組成に 混合 し ， 冷問プ レ ス に よ り充填率約83％ の 圧粉体を作製 した．こ の 圧粉体 を 母 材

上 に配 し ， 真空加熱加圧装 置に よ り接合を行 っ た．得られた試料 につ い て は X 線回折 お よ

び組織観察に よ り形成 した相 を同定した 。
ビ ッ カー

ス 硬度試験お よ び大越式摩耗試験 に

よ り、得 られた表 面合金化相の表面特性 に つ い て調べ た 。

3．実験結果

　　Fig．1に混合粉末圧粉 体の 熱分 析曲線 を示す 。 混合粉 末圧粉体 は
，

900K 付近 で 緩や か

な発熱反応が 見 られ た後、933K 付近で 急激 な発熱 を伴 う燃焼 合成反応が 起 こ っ た 。　Fig，2

に各温度 まで 連続加 熱 した試料 の x線 回折 図 を示す 。 これ よ り発熱ピー
ク は Al とTiが 反応

しA13Ti相を形成する こ とに よ る こ とが わか っ た 。
　 io23K まで 加熱加圧する こ とに よ り接 合

した試料 に おい て も同様 に SHS 反応が 起 こ り、均
一なA13Ti合金層 が得 られ た 。　SHS に よ っ

て 得 られ る生 成物 に は ポ ロ シ テ ィ
ーが導木されやす い こ とが 知 られて い るが 、Fig．3に示

す よ うに 5分 の 保持時間で も加圧 力を増加す る こ とに よ り相対密度989。 まで 緻密 加す る こ

とが で きた 。 また密度98％ の 圧粉体を使用す る こ とに よ り緻密化する た め の 加圧 力を小 さ

くす る こ とが で きた 。 A13Ti合金層 とTiAl基材 の界面 に は 約25μ m の厚 さの 界 面 反応層が 形

成 して お り， 微小領域 x線 回折 に よ りこ の 反応層は Al3Ti相 と同定された ．こ の A13Ti界面

反応 層 の 形成に よ りイン サ ー ト材 と母材 間の 接合が な され た．Fig．4 に示す よ うに こ の 反

応層厚さは 接合温度で の 保持 時 間 を長 くして も大 き くは 変化 しない こ と よ り、反応層 は

急激 な sHs 反応 と同時 に形成 された こ とが わ か っ た 。
　Fig5 に得 られ た A13TifTiAltX合体の

ビ ッ カ ース 硬 さの 変化 を示す 。 A13Ti合 金層 の 硬 さ は TiAl基材 に比 べ て 硬 く、 650Hv と い う

硬 さは 溶解 法 に よ っ て 得 られ る バ ル ク材 の A13Tiと同 じ硬 さで あ っ た 。　Fig．6 にTiAl基材 、

A13Ti表面層、溶融法 に よ っ て 得 られた Al3Tiバ ル ク材の 大越 式摩耗 試験に よ っ て 得 られ た

被 摩 耗量 を示 す 。 硬 さ と同様 に At3Ti表面層 は耐 摩耗性 に お い て もTiAl基材 よ り優れ て お

り、バ ル ク材 と同等で あ る こ とが わか っ た 。
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Fig.5 Hardness of  A13TilTiAl jojnt

2.5

42.sg31.9Ne

 2i8kldi)eTIAI

 baseAl,Tisurface  A13Ti (IM)

Fig.6 Wear  rate  of  TiAl base, A13Ti surfacc  layer

    and  AI]Ti ingot mat,erial

63


